
VOL.29  NO.6  2005

⑴

独立行政法人産業安全研究所

安
平成

研ニュース
年度外部研究評価会議開

目次
催

平成 年度外部研究評価会議開催

特別
産業
の参
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安全に関する国際シンポジ
加報告
会議の参加報告
業安全研究所長田中隆二氏
所の動き

態と考えられるが，依然と

要紹介
ウム

の叙勲

して災害が多発し

産業安全研究

臣決定として定

大綱的指針 に

研究業務を適切

とする 外部研

この評価会議

営および研究評

所では，平成 年 月 日

められた 国の研究開発評

基づき，社会的要請に沿っ

に推進するために，外部有

究評価会議 を設置してい

では，委員の先生方から当

価のあり方に関してご意見

内閣総理大

価に関する

た産業安全

識者を委員

る．

研究機関運

を伺うと共

ているた

事後評

災害の発

る研究

管理に関

のノウハ

ることが

が低下し

め，新しい安全技術の開発

価を受けたプロジェクト研

生原因としてのヒューマン

では，労働災害が多発した

する経験豊富な労働者の減

ウが継承されにくいこと，

希になり個々の労働者の危

ていることなど労働者を取

も行う．

究課題 建設労働

エラー防止に関す

時代を経験し安全

少により作業安全

労働災害を経験す

険に対する感受性

り巻く環境の変化
に，研究の意

性・研究成果な

る．

平成 年度の

から ホー

学大学院工学研

された．

この会議では

義・研究の目標達成・研究

どに関しての評価を毎年度

外部研究評価会議は， 月

ルにおいて，国立大学法人

究院の関根和喜教授を議長

産業安全研究所と産業医学

計画の妥当

実施してい

日 時

横浜国立大

として開催

総合研究所

がヒュー

背景に鑑

あり，ヒ

いことか

ンエラー

事後評

物の耐風

設構造物

マンエラーによる災害の発

み，特に建設産業は労働集

ューマンエラーによる災害

ら， 建設作業現場 を対象

防止に関する研究を実施し

価を受けたプロジェクト研

性に関するアセスメント手

の中で強風により最も倒壊

生を助長している

約型産業の典型で

の割合が極めて高

としたヒューマ

た．

究課題 仮設構造

法の開発 では仮

するおそれがある
が統合した後

（仮称）にかか

おける重点研究

価会議の実施状

成 年度から平

クト研究課題

的安全技術に関

年度から実施し

に発足予定の労働安全衛生

る中期目標期間（平成

領域及び産業安全研究所の

況についてご意見を頂いた

成 年度まで実施予定であ

人間・機械協調型作業シス

する研究 の中間評価，す

平成 年度に終了したプロ

総合研究所

年度）に

内部研究評

．また，平

るプロジェ

テムの基礎

でに平成

ジェクト研

足場を対

荷重の実

した．ま

倒壊危険

の危険性

当日は

幅広い専

な討論が

象に，自然風により野外の

測調査等により風荷重の特

た，足場の壁つなぎ材の施

性や，強風下で足場の組立

を実験的に解明した．

，これらの研究課題について

門家から構成される委員の

なされた．

足場に作用する風

性を工学的に解明

工精度に起因する

解体を行う作業員

評価を行うため，

出席のもとに活発

究課題 建設労

エラー防止に関

年度から実施し

究課題 仮設構

法の開発 の事

中間評価を受

械協調型作業

働災害の発生原因としての

する研究 の事後評価，さ

平成 年度に終了したプロ

造物の耐風性に関するアセ

後評価が行われた．

けたプロジェクト研究課題

システムの基礎的安全技術

ヒューマン

らに平成

ジェクト研

スメント手

人間・機

に関する研

今後は

と共に，

予定であ

，本会議の報告書を作成し

報告書の概要はインターネ

る．

関係者に配布する

ットでも公開する

究 では，人間

や移動ロボット

みつつあるなか

械を隔離すると

しい安全技術を

械に近接して加

修理，清掃など

と連携して作業を行う協調

などの新しい機械システム

で，従来の柵や囲いによっ

いう安全方策が適用できな

構築する．また，作業者が

工，調整，トラブル処理，

を行う作業も人間と機械が

型ロボット

の導入が進

て人間と機

いため，新

運転中の機

保全，検査，

協調して作
平成 年度外部研究評価会議

（研究企画調

のもよう

整部 冨田 一）



⑵

．特別研究報告 の概要紹介

産業安全研究

年で，足場など

て，プロジェク

アセスメント手

は，その研究成

建設工事は屋

すく，強風によ

場からの墜落災

所では，平成 年度から

の仮設構造物の耐風性を主

ト研究 仮設構造物の耐風

法の開発 を行った。本特

果を取りまとめたものであ

外作業が多いため天候の影

る足場など仮設構造物の倒

害が多発しており，これら

年度の ヶ

な対象とし

性に関する

別研究報告

る。

響を受けや

壊災害や足

の中には多

数の死傷者を出

のため，これま

査や風荷重の算

に対する鋼管

る。しかし，強

墜落災害は依然

わすこともある

害について調査

す重大災害となるもの少な

でに風による足場の倒壊災

定方法に関する研究が行わ

足場等の安全技術指針が制

風による足場の倒壊災害や

として発生しており，新聞

。このため，建設工事中の

を行った。その結果，重大

くない。こ

害の事例調

れ，風荷重

定されてい

足場からの

紙上をにぎ

風による災

災害につい

足

慮してい

た風洞実

特性を明

【第 章

場に作用する風荷重の実測

ない。そこで，建物の開口

験を行い，足場に作用する

らかにし，新しい足場の設計

仮設足場の新しい耐風補強手

調査の様子

部の影響を考慮し

正面圧と背面圧の

方法を提案した。

法に関する検討】

ては，倒壊災害

であった。また

数が墜落災害で

足場の倒壊災害

止に関する研究

的な安全対策に

べる。

の約 は風が原因とされ

，風による死亡災害につい

あった。これらを踏まえ，

防止，および足場からの墜

を行い，強風に対する足場

ついて検討した。以下にそ

ているもの

ては，約半

強風による

落災害の防

工事の総合

の概要を述

第 章

を全てシ

法を提案

重を低減

から明ら

【第 章

足場は

および第 章の結果より，

ートで覆うという，足場の

した。この方法により，足

可能であることを，風洞実

かにした。

施工誤差が補強材の力学的性

水平方向の安定性に乏しい

足場と建物の隙間

新しい耐風補強方

場に作用する風荷

験および実測調査

質に及ぼす影響】

ため，風荷重に抵

【第 章 序論

本研究の背景

【第 章 足場

当研究所内に

よび壁つなぎに

つなぎに作用す

による計算値と

を上回っており

】

，目的および概要について

に作用する風荷重の実測調

足場を設置して，足場を覆

作用する風荷重の実測調査

る荷重の実測値と現行の耐

の比較を行った結果，実測

，かつ非常にばらつきが大

記述した。

査】

うシートお

を行い，壁

風設計指針

値が計算値

きいことを

抗するた

より連係

なぎの施

がある場

にした。

【第 章

足場は

重のよう

めには，足場と建物を補強

する必要がある。しかし，

工状態が良くない場合が多

合の壁つなぎの力学的性質

施工誤差が足場の力学的性質

力学的な一体性に乏しい構

な水平力に抵抗するために

材（壁つなぎ）に

建設現場では壁つ

いため，施工誤差

を実験的に明らか

に及ぼす影響】

造物のため，風荷

壁つなぎを使用す

明らかにした。

【第 章 風洞

関する検討】

実測調査では

多くないため，

性評価が難しい

実験により検討

縮小模型を用い

実験による実測調査結果の

，実測期間中に強風が発生

得られるデータが少なく，

。そこで定量的な検討が可

を行うこととした。しかし

るため，実測調査との間に

推定誤差に

することが

足場の耐風

能な，風洞

風洞実験は，

誤差が生じ

る。しか

および壁

響を考慮

なぎに作

に施工誤

【第 章

に関する

強風に

し，足場は様々な条件で使用

つなぎには施工誤差がある

する必要がある。そこで，

用する軸力を測定する実験

差がある場合の補強方法に

足場の組立・解体時の風

実験的研究】

対する足場工事の総合的な

されていること，

ため，これらの影

風荷重により壁つ

を行い，壁つなぎ

ついて検討した。

環境下での危険性

安全対策を確立す

る。そこで誤差

果，風洞実験に

ることができた

【第 章 仮設

する検討】

建設途上の建

いのに対し，現

の影響について検討を行っ

より比較的精度よく実測結

。

足場に作用する風荷重の評

物には外壁に開口部を有す

行の足場の耐風設計指針で

た。その結

果を推定す

価方法に関

る場合が多

はこれを考

るための

解体時の

内で被験

い，風速

その結果

の危険限

資料を得ることを目的とし

風環境下での危険性を調べ

者に実際と同じ作業を行っ

と作業の危険性との関係に

より，強風下における足場

界風速を提案した。

（建設安全研究グル

て，足場の組立・

るため、風洞装置

てもらう実験を行

ついて検討した。

の組立・解体作業

ープ 大幢勝利）
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．産業安全に関する国際シンポジウム ． 会議の参加報告

国際シンポジ

（ ）主催

のもとで，韓国

日）に合わせ

の参加報告

ウム （

）が 韓 国 安

，韓国産業安全衛生公団，

安全工学会の大会の開催日

て，同会場（

）で開催された

全 工 学 会

ほかの後援

（ 月

。本シンポ

平成

アジア太

ンポジウ

と続いた

研究発表

シンポ

年 月 日にかけて，

（

平洋安全シンポジウム）が

ムは 年に韓国， 年

アジア太平洋地域で開催さ

が行われる国際集会である

ジウムの日程は 日， 日

中国浙江省紹興で

，

開催された。本シ

日本， 年台湾

れる安全に関わる

。

が本会議で 日が

ジウムは昨年日

を引き継ぎ，研

大学が主体とな

参加者は日本

発表終了後，韓

場での危険，安

情報交換を行っ

サス工科大学の

本で開催されたシンポジウ

究交流協定を締結している

って進めていたものである

から 名，韓国から約 名

国安全工学会の大会参加者

全確保に必要な技術的問題

た。初日は招待講演として

教授によ

ム

ソウル産業

。

であったが，

とも産業現

等について，

，米国テキ

り“

ツアーで

件近い論

内 件程

日本 件

カナダ各

学会初

ルより，

件の基調

あった。登録の際に配られ

文が掲載されていたが，口

度であり，その内訳は韓国

，英国 件，オーストラリア

件であった。

日には学会参加者の殆どが

バスで 分ほどはなれた大

講演を含むオープニングセ

た論文集には

頭発表されたのは

件，中国 件，

・フィンランド・

宿泊しているホテ

学構内の講堂で

レモニーが行われ

演が行われた。

り，米国の安全

ど，米国の産業

後，日本から産

ら製造工程にお

が行われた。発

招かれ，多くの

”と題

同教授は米国の前人間工学

技術者の活躍の場，教育，

安全の実状について報告さ

業安全に関する研究発表

ける安全の分析に関する研

表終了後，韓国安全工学会

参加者と歓談し，親交を深

して基調講

会会長であ

災害分析な

れた。その

件，韓国か

究発表 件

の懇親会に

めた。第

た。その

討論が行

安全

本学会に

験室にお

の考察な

また，

と各国か

後再びホテルに戻り， 会

われた。

は広範な分野を含んでいる

おいても参加者の専門領域

ける研究結果から安全に関

ど多岐にわたっていた。

日に行われた懇親会では

らの参加者が活発に名刺交

場に分かれて研究

ことを反映して，

は非常に広く，実

する法令について

，交流を深めよう

換や写真撮影など

日は韓国から

全に関連した内

な討論が行われ

第 日はテク

にあるサムソン

大画面の ，

見学した。また

安全教育の展示

件の発表が行われた。いず

容であり，講演者と聴講者

た。

ニカルツアーで，ソウル近

電子本社を訪問し，次世代

キムチ用冷蔵庫など新製品

，サムソン電子が独自に運

施設，会社の防災システム

れも産業安

の間で活発

郊の

携帯電話，

の展示場を

営している

等を視察し，

を行って

いている

さらに交

者の多数

いた。次回の開催は 年

が，そこでは今年であった

流を深めるとともに，東南

の参加を期待したい。

シンガポールと聞

研究者と再会して

アジア地域の研究

意見交換を行っ

今後の のあ

た。この他，今回の訪問に

り方について打ち合わせを

おいては，

行った。

シンポジウ

（物

ム における研究発

理工学安全研究グループ

表の模様

本山建雄）

．元産

去る

れ，元産

労働安全

ました．

オープニングセレモニ

（化学安全研究グルー

業安全研究所長田中隆

月 日に，平成 年秋の叙

業安全研究所長田中隆二氏

行政への貢献により，瑞宝

所員一同，心からお喜び申

ー会場

プ 熊崎美枝子）

二氏が叙勲

勲受賞者が発表さ

が，永年にわたる

中綬章を受章され

し上げます．
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．研究所の

誌上発表

動き
）

（ ）
）

）

）

）

（ ）

）

）

）

口頭発
） 大幢

表
勝利ほか 明確な立場の無いリスクコミュニ

）伊藤和也，
クレーンの地
（ ）
）大幢勝利ほ
ション支援

）深谷潔 掘

玉手聡ほか 粘土地盤にお
震時安定性，土木学会地震

か 現場参加のリスクコ
の研究，安全工学

削機災害防止のための危険

けるタワー
工学論文集

ミュニケー

体験シミュ

ケーシ
第 回
）大幢勝
立解体
上
）大幢勝
の安全
）日野泰
月 日

ョンの意図をくみ取るため
安全工学シンポジウム
利，日野泰道，高梨成次
を行う作業者に及ぼす影響

利，花安繁郎ほか 建設業
教育の実態，同上
道 屋根作業における墜落
，同上

の研究， 月 日，

強風が足場の組
の実験的評価，同

における現場で

災害の分析，

レータの開発
）山隈瑞樹ほ
手法（その
国際研究集会
）

）

，同上
か 公開実験による静電気
），同上
発表

（

の安全教育

）（ ）

）江川義
入場者
）高梨成
震設計
）豊澤康
法肩か
）豊澤康
削に起

之，高木元也，中村隆宏
教育に関する調査，同上
次 建築用タワークレーン
法に関する研究，同上
男，伊藤和也，堀井宣幸ほ
らの転倒による労働災害に
男，伊藤和也ほか 実大実
因する斜面崩壊の前兆現象

建築現場の新規

の地震被害と耐

か 建設機械の
ついて，同上
験による法面掘
の検討，同上

）

（ ）

）八島正
上
）中村
シャー
情報通
）伊藤
サーを
日，

明 爆発圧力放散設備技術

隆宏，深谷潔 掘削機操作
がエラー発生に及ぼす影響
信学会安全性研究会
和也，豊澤康男ほか レー
利用した土砂崩壊検知シス
第 回日本地すべり学会研

指針の改訂，同

時のタイムプレッ
， 月 日，電子

ザー光と光セン
テムの開発， 月
究発表会


